
2019.５−４

●国民健康保険事業特別会
計への繰出金などに（１億

9,103万円）●後期高齢者医療費の負担
金などに（３億2,889万円）●社会福祉
協議会の補助に（5,052万円）●障がい
者の福祉サービス費に（４億7,569万円）
●介護保険広域連合の負担金などに（３億
1,057 万円）●重度障がい者、子ども、
ひとり親家庭の医療費などに（１億3,774
万円）●公立保育所の大規模改修に（1,400
万円）●児童手当などに（２億3,826万円）

●ふるさと納税の推進に
（8,138万円）●定住促進事

業に（2,486万円）●コミュニティバス
の運行に（4,546万円）●路線バス運行
の負担に（1,297万円）●電子計算機の
管理などに（１億5,660万円）●危険空
家の対策に（250万円）

●予防接種などの感染症対
策に（5,004 万円）●健診

や健康教育などに（2,003万円）●母子
の保健対策に（2,201万円）●くらて病
院への運営費の負担金に（２億7,090万
円）●ごみの処理などに（２億4,685万円）
●し尿の処理などに（１億1,566万円）

●小学校の管理や教育振興
に（１億3,301万円）

●中学校の管理や教育振興に（7,804万
円）●定時制高校の管理や教育振興に
（1,780万円）●中央公民館の大規模改修
に（２億1,851万円）

●道路の維持管理に（4,633
万円）●道路の改良に（2,840

万円）●橋の維持管理に（5,718万円）　
●下水道事業特別会計への繰出金に（３億

2,839万円）●民間賃貸住宅建設費の助成
に（500万円）

●直鞍広域消防への負担金
に（２億 4,436 万円）　　

●消防団の運営費などに（2,371 万円）
●防災行政用無線の整備などに（6,257
万円）

●水田農業の
機械導入支援に

（3,720 万円）●多面的機能の交付金に
（3,677万円）●計画転作の推進に（1,461
万円）

●元気まつりに（281万円）
●特産品の販売促進に（278

万円）

◉令和元年度はこのような事業にお金を使います

・予算額は１万円未満を四捨五入しているため、必ずしも合計額が総予算額と一致するとは限りません。
・かっこ内は全体の予算に占める割合を表しますが、小数点第２位を四捨五入しているため、必ずしも合計が 100% になるとは限りません。

収入 INCOME

EXPENDITURE

・分担金、負担金…8,097万円（1.0％）
・地方消費税交付金…2億8,000万円（3.6％）

・地方譲与税…6,500万円（0.8％）
・そのほか…9,413万円（1.2％）

民生費
27億8,450万円

（35.5％）

土木費
6億5,986万円
（8.4％）

公債費
9億4,636万円

（12.1％）

総務費
11億7,866万円

（15.0％）

衛生費
8億3,229万円
（10.6％）

教育費
7億6,635万円
（9.8％）

・議会費…9,381万円（1.2％）

支出

依存財源…61.2%自主財源…38.8%

町税
18億5,597万円

（23.7％）

地方交付税
23億3,000万円

（29.7％）

町債
7億3,900万円
（9.4％）

県支出金
5億6,815万円
（7.3％）

・そのほか
　（0.5％）

・商工費…3,088万円　・労働費…121万円
・予備費…1,000万円　・災害復旧費…100万円

・消防費…3億3,806万円（4.3％）

・そのほか…2億5,133万円（3.2％）

・使用料、手数料…1億5,428万円（2.0％）

・繰入金…7億35万円（8.9％）

・農林水産業費…1億9,196万円（2.5％）

国庫支出金
7億1,575万円
（9.1％）

民生費

総務費

消防費

商工費

農林水産業費

土木費

教育費

衛生費

令和元年度の鞍手町の一般会計予算は、78億 3,493 万円。昨年
度に比べて2.4％、金額にして１億8,417万円の増額となっています。
増額の主な要因は、老朽化が進んでいる中央公民館や公立保育所
の大規模改修の事業費、災害情報などを伝えるための防災行政用
無線の整備費などを増加したことによるものです。なお、令和元
年度からの新たな取組として、予算の内容をわかりやすく説明し
た冊子を発行します（６月中旬発行予定）。

平成 31年度（令和元年度）の鞍手町の
予算が３月定例議会で決まりました。
創意工夫をしながら、より良いまちづくり
を進めていきます。

78億3,493万円一般会計

予算
平成31年度（令和元年度）のまちづくり

■一般会計・・・78億3,493万円
■特別会計・・・46億 407万円
■企業会計・・・ 3億5,447万円

総合計  127億9,347万円
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46億407万円特別会計

（収入）3億6,225万円　（支出）3億5,447万円企業会計

水道事業会計
収入…3 億 6,225 万円　支出…3 億 5,447 万円

国民健康保険事業特別会計
…17 億 4,544 万円

自営業の人や退職者の医療を給付する会計です。今年度の予算額は 17億 4,544 万円。支出では、保険給付費と国
民健康保険事業費納付金の２つで全体の97.4%。収入では、全体の16.8%を占める国保税と、県からの支出金が主
なものです。

住宅新築資金等特別会計
…71 万円

同和地区の住環境改善を目的に必要な人に資金の貸付を行うための会計です。現在では、貸付事業は終了し、回収事
業だけを行っています。今年度の予算額は71万円。収入は、貸付金の回収金です。

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会計
…665 万円

農業用水を確保するために室木の谷山池から倉坂地区まで約13㎞にわたって設置されているパイプラインの維持管
理をするための会計です。予算額は665万円。収入は、財産運用収入や運営基金からの繰入金などです。支出では、
パイプラインの管理委託料などに使われます。

後期高齢者医療特別会計
…2 億 7,380 万円

後期高齢者医療制度を運営するために設けられた会計です。今年度の予算額は 2億 7,380 万円。支出では後期高
齢者医療広域連合納付金が全体の 99.1％。収入の 72.2％が後期高齢者医療保険料です。

地方独立行政法人くらて病院貸付金等特別会計
…16 億 415 万円

地方独立行政法人くらて病院（旧町立病院）への貸付金などを管理するための特別会計です。予算額は 16億 415
万円。収入は、町が直接借り入れる町債や町債の償還に関してくらて病院から受け取る負担金などです。支出は町
が借り入れた町債をくらて病院に貸し付ける貸付金や町債の元利償還金などです。

水道事業運営のために設けられた独立採算性の会計で、収入の大部分は、私たちが支払う水道料金です。今年度は、
給水戸数6,742戸、総給水量160万立方メートルで計画。資本的支出では、水道施設の改良や借入金の返済などに
１億2,485万円を予定しています。

流域関連公共下水道事業特別会計
…9 億 4,090 万円

生活環境の向上と河川の汚濁防止を目的に町の下水道を整備するための会計です。今年度の予算額は、9億4,090万円。
中間市にある終末処理場の負担金や下水道管布設工事などに使われます。

か
町内 11か所に設置されているポンプの維持管理をするための会計です。
今年度の予算額は 3,243 万円。収入は、財産運用収入や運営基金からの繰入金などです。支出では、ポンプの管
理者の賃金や光熱費、修繕料などに使われます。

んがい施設維持管理運営費特別会計
…3,243 万円


